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　一方，世界保健機関（World Health Organi za tion : 
WHO）は 2006 年，Child and adolescent injury pre-
















　わが国では 1995 年から死因統計に ICD-10（Inter-
natio nal Statistical Classification of Diseases and 
Related Health Problems Tenth Revision） を適用
してきた7）．本稿では，原死因8，9）として ICD-10コード
のV01-X59（V01-V98，W00-W99，X00-X59）10，11）が付
された 0～ 14 歳の死亡を小児の不慮の事故死亡と
定義した．
　解析には，2000 年から直近で入手可能な 2009 年
までの 10 年間の人口動態調査のデータを用いた．






　図 1には，2000 年から 2009 年までの死亡数の年
次推移を男女別に示した．2000 年では男 635 人と
女 298 人で計 .933 人，2009 年では男 320 人と女
182 人で計 .502 人と，この 10 年間で死亡数には減
少傾向が認められた．
　また，「健やか親子 21」策定時（2000 年）の不慮
の事故死亡率（人口 10 万対）は，0歳・1～ 4 歳・
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5.7％・24.5％（0 歳・1 ～ 14 歳の死亡総数は男女
計 .3,830 人・2,921 人）であり，2009 年では 4.9％・
19.6％（同上計 .2,556 人・1,925 人）と，死亡数や死
亡率と比べて小幅な減少であった．
3．年齢階級別死亡数
　表 1には，2000 年から 2009 年までを合算した年
齢階級別死亡数を示した．この 10 年間で男 4,690
人と女 2,672 人で計 .7,362 人が死亡しており，男女
比は1.76であった．不慮の事故死亡数のうち54.1％
は 0 ～ 4 歳の死亡が占めていた．0歳での男女比は
1.41 で，年齢階級が上がると比の値がさらに高くな
り，10 ～ 14 歳では 2.17 であった．
　なお，2009 年の年齢階級別構成割合について観


















　　　　   （2000 ～ 2009 年）
a 原死因としてV01-X59 （ICD-10 コード） が付された
0～ 14 歳の死亡
表 1　小児の不慮の事故死亡a 年齢階級別死亡数
（2000 ～ 2009 年合算）　　　　　　
男 （％） 女 （％） 計 . （％） 男女比
0歳 946 （20.2） 669 （25.0） 1,615 （21.9） 1.41
1 ～ 4 歳 1,478 （31.5） 893 （33.4） 2,371 （32.2） 1.66
5 ～ 9 歳 1,331 （28.4） 679 （25.4） 2,010 （27.3） 1.96
10 ～ 14 歳 935 （19.9） 431 （16.1） 1,366 （18.6） 2.17
計 . 4,690 （100） 2,672 （100） 7,362 （100） 1.76
a 原死因としてV01-X59（ICD-10 コード）が付された 0～
14 歳の死亡
表 2　小児の不慮の事故死亡a 死因別死亡数 （2000 ～ 2009 年合算）
ICD-10 コード 死因 男 （％）b 女 （％）b 計 . （％）b 男女比
V01-V98 交通事故 1,690 （36.0） 950 （35.6） 2,640 （35.9） 1.78
W00-W17 転倒・転落 321 （ 6.8） 155 （ 5.8） 476 （ 6.5） 2.07
W65-W74 不慮の溺死及び溺水 1,021 （21.8） 433 （16.2） 1,454 （19.8） 2.36
W75-W84 その他の不慮の窒息 1,078 （23.0） 729 （27.3） 1,807 （24.5） 1.48
X00-X09 煙，火及び火炎への曝露 337 （ 7.2） 254 （ 9.5） 591 （ 8.0） 1.33
計 . 4,447 （94.8） 2,521 （94.3） 6,968 （94.6） －
a 原死因としてV01-X59（ICD-10 コード）が付された 0～ 14 歳の死亡
b割合（％）は男・女・計 . でそれぞれ 4,690・2,672・7,362（各総数）を分母として算出








　表 3には，2000 年から 2009 年までを合算した主
な死因の年齢別死亡数を示した．「交通事故」では
1歳・2～ 4歳・5～ 9歳のそれぞれ占める割合が 0



























が，死亡総数に占める割合は 1 ～ 14 歳で 19.6％
（2009 年）と依然として高かった．過半数は 0～ 4
歳での死亡が占め，また，明らかな男女差が認めら
れた（男＞女）．死因については交通事故が最多で，
























表 3　小児の不慮の事故死亡a 主な死因の年齢別死亡数 （2000 ～ 2009 年合算・男女計）
ICD-10 コード 死因 0歳 （％） 1歳 （％） 2～4歳 （％） 5～9歳 （％） 10～14 歳（％） 計 . （％）
V01-V98 交通事故 131 （ 5.0） 223 （ 8.4） 597 （22.6） 1,031 （39.1） 658 （24.9） 2,640 （100）
W65-W74 不慮の溺死及び溺水 97 （ 6.7） 294 （20.2） 284 （19.5） 496 （34.1） 283 （19.5） 1,454 （100）
W75-W84 その他の不慮の窒息 1,176 （65.1） 200 （11.1） 200 （11.1） 124 （ 6.9） 107 （ 5.9） 1,807 （100）
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